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安全にお使いいただくために

使用目的

FocusData は、工業材料および商用材料の非破壊検査用システムを統合することを

目的に設計されています。

ユーザーズマニュアル

本マニュアルには、Evident 製品を安全にかつ効果的に使用するために必要な情報が

すべて記載されています。 使用前に必ず本マニュアルをお読みになり、 マニュアルに

従って製品を使用してください。

本マニュアルは、安全ですぐに読める場所に保管してください。

本マニュアルに示される画面イメージの詳細の一部は、ご使用のソフトウェアに表
示される画面イメージと異なる場合があります。 操作の動作原理は同じです。

安全性に関する記号

次の安全性に関する記号が、本装置および本マニュアルに表示されています。

重要
安全にお使いいただくために 5
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 一般的な警告記号

この記号は、危険性に関して注意を喚起する目的で示されています。 潜在的な危

険性を回避するため、この記号にともなうすべての安全性に関する事項に必ず
従ってください。

 感電の注意記号

この記号は、感電の危険性に関して注意を喚起する目的で示されています。 危険

性を回避するため、この記号にともなうすべての安全性に関する事項に従ってく
ださい。

安全性に関する警告表示

本マニュアルでは、以下の警告表示を使用しています。

危険記号は、正しく実行または守られなければ死亡あるいは人体に深刻な損傷を負
わせる切迫した危険な状況をもたらす可能性がある手順や手続きであることを示し
ています。  危険記号が示している状況を十分に理解して対応を取らない限り、この

記号より先のステップへ進まないでください。

警告記号は、正しく実行または守られなければ死亡あるいは人体に深刻な損傷を負
わせる可能性がある手順や手続きであることを示しています。  警告記号が示してい

る状況を十分に理解して対応を取らない限り、この記号より先のステップへ進まな
いでください。

注意記号は、正しく実行または守られなければ中程度以下の障害、特に機器の一部
あるいは全体の破損、あるいはデータの喪失につながる可能性のある手順や手続き
などに注意する必要があることを表しています。  注意記号が示している状況を十分

に理解して対応を取らない限り、この記号より先のステップへ進まないでください。

危険

警告

注意
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参考記号

本マニュアルでは、以下の参考記号を使用しています。

重要記号は、重要な情報またはタスクの完了に不可欠な情報を説明する注意事項で
あることを示しています。

参考記号は、特別な注意を必要とする操作手順や手続きであることを示しています。 
また、参考記号は必須ではなくても、役に立つ関連情報または説明情報を示す場合
にも使用されます。

ヒント記号は、特定のニーズに合わせて本書に記載されている技術および手順の適
用を支援したり、製品の機能を効果的に使用するためのヒントを提供する注意書き
の一種であることを示しています。

保証情報

Evident は特定の期間において、契約条件に基づき、お使いの Evident 製品に材料お

よび製造技術の欠陥がないことを保証します。契約条件については、
https://www.olympus-ims.com/ja/terms/ をご覧ください。

Evident は、本製品を本使用説明書 に記載された適切な方法でのみ使用し、酷使、

誤用、不正な修理、改造が行われていない場合にのみ保証します。Evident は、所有

物あるいは人体損傷に関わる損害を含むいかなる結果的あるいは付随的損害につい
て一切の責任を負いません。

機器の受領時には、その場で、内外の破損の有無を確認してください。輸送中の破
損については通常、運送会社に責任があるため、いかなる破損についてもすぐに輸
送を担当した運送会社に速やかにご連絡ください。 梱包資材、貨物輸送状なども申し

立てを立証するために必要となりますので保管しておいてください。え運送会社に
連絡した後で、損害賠償請求や機器の交換についてサポートが必要な場合は、
Evident までご連絡ください。

重要

参考

ヒント
安全にお使いいただくために 7
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本マニュアルでは、Evident 製品の適切な操作について説明しています。ただし、本

マニュアルに含まれる内容につきましては、教示を目的としておりますので、利用
者または監督者による独立した試験または確認を行ってから特定のアプリケーショ
ンで使用してください。このような独立した確認の手続きは、複数のアプリケー
ションで、それぞれの検査条件の違いが大きくなるにつれて重要になります。こう
した理由により、本マニュアルで述べられている技術、例、手順が工業基準に適合
していること、または特定のアプリケーション要件に適合していることを保証して
おりません。

Evident は製造済みの製品の変更を義務付けられることなく、その製品の仕様を修正

または変更する権利を有します。

テクニカルサポート

Evident は、販売後のサービス徹底を心がけ、高品質のテクニカルサポートと信頼の

アフターサービスを提供しております。本製品の使用にあたって問題がある場合、
または本マニュアルの指示どおりに操作ができない場合は、最初に本マニュアルを
参照してください。それでも問題が解決せずサポートが必要な場合は、当社のアフ
ターセールスサービスセンターまでご連絡ください。最寄りのサービスセンターに
ついては、Evident のウェブサイトの「修理サービスのご案内」ページをご覧くださ

い。
安全にお使いいただくために8
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はじめに

FocusData は、ユーザーの検査データの提示および処理の方法をカスタマイズする

ための COM コンポーネントです。 このライブラリーは、FocusPC データファイル

の各種データ収集パラメーターのほか、カスタムアプリケーションの A- スキャン、

C- スキャン、および厚さデータを取得するために使用できます。

FocusData は、32 ビットおよび 64 ビットの C++、C#、LabVIEW、MATLAB、およ

び Visual Basic のプログラミング環境との互換性があります。 オリジナルのソース

コードを含むいくつかのプログラムが提供されます。 大変わかりやすく、すぐにアプ

リケーションの作成に取りかかることのできる作りになっています。

FocusData では、FocusPC で取得される .fpd データファイル形式を使用します。

本マニュアルでは、FocusData のインストール、機能、データファイル構造と、ス

キャン結果の表示およびカスタムアプリケーションの構築にライブラリー情報を使
用する方法について説明します。

FocusPC データは .fpd ファイル形式で保管されますが、本マニュアルではこれを

データファイルと呼びます。

FocusData を使用するには、超音波を用いた非破壊検査（NDT）に関するある程度

の知識および経験が必要です。

参考
はじめに 9
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FocusData のコマンドの詳細は、オンラインヘルプの文書をご参照ください。以下 
のアクセスパスからご覧になれます。

• 32 ビットバージョンの場合 : [Installation Folder Name]\Program Files 
(x86)\Evident NDT\FocusDatannn\Manual
または

• 64 ビットバージョンの場合 : [Installation Folder Name]\Program 
Files\Evident NDT\FocusDatannn\Manual

非破壊検査についての詳細は、以下の「Advanced NDT Series」の資料を参照してく

ださい。https://www.olympus-ims.com/ja/pdf-library/ より無料の PDF ファイルを

ダウンロードしていただけます。

• Introduction to Phased Array Ultrasonic Technology Applications
• Advances in Phased Array Ultrasonic Technology Applications
はじめに10
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1. インストール

FocusData には 32 ビットバージョン 64 ビットバージョンがあり、どちらも Evident
の Web サイトからダウンロードできます。

FocusData コンポーネントのインストール先コンピューターが最小限のシステム要

件を満たしていることを確認してください。 データサンプルを表示するには、29
ページの「アプリケーション例」を参照してください。

1.1 システム要件

FocusData をインストールして実行するには、以下の要件を満たすコンピューター

が必要です。

• CPU: Intel Core i7 または Xeon E3
• RAM メモリー : 16 GB（DDR3 以上）

• データストレージドライブ : SSD
• ネットワークアダプター : ギガビットイーサネットカード

• 1280 × 1024 以上のディスプレイアダプターおよびモニター解像度

• HASP セキュリティーハードウェアキーにつき 1 つの USB ポート

• キーボードおよびポインティングデバイス

• 以下のオペレーティングシステムのいずれか :
— Microsoft Windows 8
— Microsoft Windows 7
— Microsoft Windows XP Professional (Service Pack 3)
インストール 11
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1.2 FocusData for Windows 8、Windows 7、および Windows XP の

バージョン番号の調べ方

ご使用のコンピューターに FocusData コンポーネントが既にインストールされてい

る場合は、バージョン番号を調べて、更新が必要かどうかを判断してください。

FocusData for Windows 8 のバージョン番号を調べるには

1. Windows タスクバーで Settings（設定）をクリックしてから、Control Panel
（コントロールパネル）をクリックします。

2. プログラムの Uninstall（アンインストール）をクリックします。

Uninstall or change a program（プログラムのアンインストールまたは変更）

ウィンドウが表示されます。

3. Evident NDT FocusData [ バージョン番号 ] までスクロールします。

ソフトウェアの名前の末尾に表示された数字が、現在のソフトウェアバージョン
を表しています（12 ページの図 1-1 を参照）。

図 1-1  Windows 8 での Uninstall or change a program（プログラムのアンインス

トールまたは変更）ウィンドウの使用による FocusData のバージョン番号の確認
第 1 章12
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FocusData for Windows 7 のバージョン番号を調べるには

1. Windows タスクバーで Start（スタート）ボタンをクリックして、Control 
Panel（コントロールパネル）をクリックします。

2. Programs（プログラム）の下で、Uninstall a program（プログラムのアンイン

ストール）をクリックします。

Uninstall or change a program（プログラムのアンインストールまたは変更）パ

ネルが表示されます。

3. Evident NDT FocusData [ バージョン番号 ] までスクロールします。

ソフトウェアの名前の末尾に表示された数字が、現在のソフトウェアバージョン
を表しています（13 ページの図 1-2 を参照）。

図 1-2  Windows 7 での [ プログラムのアンインストールまたは変更 ] ウィンドウの

使用による FocusData のバージョン番号の確認

FocusData for Windows XP のバージョン番号を調べるには

1. Windows タスクバーで Start（スタート）ボタンをクリックして、Control 
Panel（コントロールパネル）をクリックします。

2. Add or Remove Programs（プログラムの追加と削除）をダブルクリックしま

す。

Add or Remove Programs（プログラムの追加と削除）ウィンドウが表示されま

す。
インストール 13
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3. Evident NDT FocusData [ バージョン番号 ] までスクロールします。

ソフトウェアの名前の末尾に表示された数字が、現在のソフトウェアバージョン
を表しています（14 ページの図 1-3 を参照）。

図 1-3  Windows XP での Add or Remove Programs（プログラムの追加と削除）

ウィンドウの使用による FocusData のバージョン番号の確認

1.3 FocusData コンポーネントのインストール

FocusData コンポーネントは、Windows 8、Windows 7、または Windows XP のイ

ンストールウィザードを使用してインストールします。

このインストール例は Windows 8 の場合ですが、Windows 7 と Windows XP の場

合も同じ手順です。

FocusData コンポーネントをインストールするには

1. Evident の Web サイト https://www.olympus-ims.com/ja/service-and-
support/downloads/ で、FocusData ソフトウェアのインストーラーを見つけて

ダウンロードします。 これは、Evident の計器に付属のソフトウェア USB キーに

もあります。

参考
第 1 章14
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Evident の Web サイトでは、FocusData コンポーネントインストーラーの最新バー

ジョンを入手できます。

2. Web サイトからダウンロード、もしくは USB キーにアクセスして入手した

InstallFocusData-[version].exe インストーラーをダブルクリックします。

インストールウィザードが表示されます。

3. インストールウィザードの Software License Agreement（ソフトウェア使用許

諾契約）ページで、I agree（同意します）をクリックします（15 ページの図 1-4
を参照）。

図 1-4  [Software Agreement（ソフトウェア使用許諾契約）] ページ

参考
インストール 15
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4. インストールウィザードの Welcome（ようこそ）ページで、Next（次へ）をク

リックします（16 ページの図 1-5 を参照）。

図 1-5  [Welcome（ようこそ）] ページ
第 1 章16
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5. Select Destination Directory（宛先ディレクトリーの選択）ページの

Destination drive（宛先ドライブ）の下で、ソフトウェアのインストール先ドラ

イブを選択し、Next（次へ）をクリックします（17 ページの図 1-6 を参照）。

図 1-6  [Select Destination Directory（宛先ディレクトリーの選択）] ページ
インストール 17
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6. Start Installation（インストールの開始）ページで、Next（次へ）をクリックし

ます（18 ページの図 1-7 を参照）。

図 1-7  [Start Installation（インストールの開始）] ページ

Installing（インストール）ページがしばらくの間表示されます。 インストールが

完了すると、Installation Complete（インストール完了）ページが表示されます。
第 1 章18
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7. Installation Complete（インストール完了）ページで、Finish（終了）をクリッ

クします（19 ページの図 1-8 を参照）。

図 1-8  [Installation Complete（インストール完了）] ページ
インストール 19
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2. データへのアクセス

この章では、保管されている検査データについて説明します。

データは .fpd データファイル形式で保管されます。 データファイルには FocusData
コンポーネント経由でアクセスします（21 ページの図 2-1 を参照）。

図 2-1  Evident FocusData の図

2.1 FocusPC ファイルのデータグループ

データグループには、特定のビームに関連する A- スキャンまたは C- スキャンの

データと、イメージの再構築に使用できる情報が含まれます。 また、データグループ

はツリー構造に定義されたノードパラメーターに基づいて生成されます。 データグ

ループにアクセスするためのエントリーポイントは IFocusDataFileです。 
IFocusDataFileエントリーポイントおよびデータファイルのツリー構造について

詳しくは、33 ページの「データファイル構造」を参照してください。

各データファイルには、一連のデータグループが格納されています。保管または分
析するデータのタイプごとに 1 つのデータファイルがあります。 データグループの数

はさまざまです。

書き込み 読み取り

FocusPC .fpd カスタムアプリケーション
データへのアクセス 21
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2.2 収集データストレージ

このセクションでは、EvidentNDT 収集データの保管方法について説明します。

使用する基本的なデータストレージモデルは、多くの場合、走査によって情報の行
と列を作成するラスタースキャン（スキャン軸とインデックス軸から成ります）が
生成されるという事実に基づいています。

データ収集装置は、波形や検査ゲート内の値をサンプリングします。 すべての波形は

同じ長さであるため、収集データは 3 次元のキューブと見なすことができます。 デー

タ収集ファイルには、検査時に保管されたデータのタイプごとに 1 つのキューブが

含まれています。 機械式ラスタースキャンまたは結合された機械電子式ラスタース

キャンでは、スキャン軸は列と呼ばれ、インデックス軸は行と呼ばれます。 A- ス
キャンの場合のみ、キューブの深さはデータ情報のサイズであり、サンプルと呼ば
れます（22 ページの図 2-2 を参照）。

図 2-2  A- スキャンの収集データの表現
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C- スキャンからのデータは、A- スキャン全体の一部、つまりキューブのスライスと

して表されます（23 ページの図 2-3 を参照）。

図 2-3  C- スキャンの収集データの表現

収集データへのアクセス方法は 2 つあります。データグループ内の DataAccess 
( データアクセス ) パラメーターの ReadData (データの読み取り )および

ReadAscan (Aスキャンの読み取り )です。 ReadData (データの読み取り ) は、

A- スキャンか C- スキャンかに関係なく完全なデータファイルを収集します。 
ReadAscan (Aスキャンの読み取り )は、A- スキャンの特定の部分を取得するた

めに位置座標を指定して使用する必要があります。

2.2.1 ReadData ( データの読み取り )

ReadData (データの読み取り )コマンドは、C- スキャンまたは A- スキャンのいず

れかから完全なデータを取得します。 .fpd ファイル形式は 1 次元のテーブル形式しか

サポートしません。このセクションでは、そのために必要となる、データの再構築
方法について説明します。

FocusData で使用されるデータ形式タイプは FLOAT です。

A- スキャンからのデータで、ファイルが多くのメモリースペースを占める場合、

A- スキャンごとにデータを個別に（スライス単位で）取得することをお勧めしま

す。 A- スキャンデータファイルを分割する必要があるサイズ限度点は、コンピュー

行
列

重要
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ターの容量によって異なります。 ただし、一般にファイルが 100 MB より大きい場

合、ReadDataSlice (データスライスの読み取り )機能を使用して、データを小

さく分けて取得する必要があります。

A- スキャンシリーズのテーブルサイズは、次の式で決定します。行数 × 列数 × サン

プル数 × サンプルサイズ（バイト単位）。 データを取得すると、FLOAT 型の変数から

成る単一行で表示されます。

たとえば、各 FLOAT（サンプル）に 4 バイトが含まれると想定すると、4（行） x 4
（列） x 4（サンプル）の A- スキャンシリーズの場合、保管されるデータは 64 x 

FLOAT = 256 バイトに等しくなります。

データは以下のように順次送信されます。

R1C1S1、R1C1S2、R1C1S3、R1C1S4。これは最初の A- スキャンです

（位置 1、1）。

R1C2S1、R1C2S2、R1C2S3、R1C2S4。これは 2 番目の A- スキャンです

（位置 1、2）。

R1C3S1、R1C3S2、R1C3S3、R1C3S4。これは 3 番目の A- スキャンです

（位置 1，3）。

R1C4S1、R1C4S2、R1C4S3、R1C4S4。これは最後の A- スキャンです

（位置 1，4）。

以降、同じシーケンスが 2 番目の行以降で繰り返されます。

24 ページの図 2-4 は、A- スキャンのデータ位置の例を示しています。

  

図 2-4  A- スキャンのデータ位置（ReadData ( データの読み取り )）
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C- スキャンのテーブルサイズは、次の式で決定します。行数 × 列数 × サンプルサイ

ズ（バイト単位）。 データを取得すると、FLOAT 型の変数から成る単一行で表示され

ます。

たとえば、FLOAT（サンプル）に 4 バイトが含まれると想定すると、4（行） x 4
（列）の C- スキャンの場合、保管されるデータは 16 x FLOAT = 64 バイトに等しくな

ります。

データは以下のように順次送信されます。

R1C1、R1C2、R1C3、R1C4

R2C1、R2C2、… など。

25 ページの図 2-5 は、C- スキャンのデータ位置の例を示しています。

  

図 2-5  C- スキャンのデータ位置（ReadData ( データの読み取り )）

2.2.2 ReadAscan（A スキャンの読み取り）

FocusData で使用されるデータ形式タイプは FLOAT です。

ReadAscan (Aスキャンの読み取り )コマンドは、指定された座標で A- スキャンか

らデータを取得します。 .fpd ファイル形式は 1 次元のテーブル形式しかサポートしま

せん。このセクションでは、そのために必要となる、データの再構築方法について
説明します。

A- スキャンのテーブルサイズは、行 x 列 x サンプル数 x サンプルサイズ（バイト単

位）に等しくなります。 データを取得すると、FLOAT 型の変数から成る単一行で表

示されます。
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たとえば、行 4、列 4 の位置の A- スキャンでサンプルが 4 つである場合、4 x 
FLOAT = 16 バイトが得られます。 データは以下のように順次送信されます。

R4C4S1、R4C4S2、R4C4S3、R4C4S4。

26 ページの図 2-6 は、A- スキャンの特定の座標にあるデータ位置の例を示しています。

  

図 2-6  A- スキャンのデータ位置（ReadAscan (A スキャンの読み取り )）

2.2.3 ReadDataSlice ( データスライスの読み取り )

FocusData で使用されるデータ形式タイプは FLOAT です。

ReadDataSlice (データスライスの読み取り )コマンドは、指定された位置にある

指定されたデータスライスタイプ（A- スキャンまたは C- スキャン）のデータの行

または列を取得します。

たとえば、2 行目のすべての A- スキャン（位置 1 のスキャン行）の場合、データは

以下のように順次送信されます。

R1C1、R1C2、R1C3、...、 R1Cn

27 ページの図 2-7 および 27 ページの図 2-8 は、C- スキャンと A- スキャンそれぞれ

について、特定の座標のデータ位置の例を示しています。
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図 2-7  C- スキャンのデータ位置

（ReadDataSlice ( データスライスの読み取り )）

図 2-8  A- スキャンのデータ位置

（ReadDataSlice ( データスライスの読み取り )）
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3. アプリケーション例

以下の FocusData ディレクトリー内に、サンプルアプリケーションがご用意してあ

ります。これらはカスタムアプリケーションを構築するためにご使用いただけます。

• 32 ビットバージョンの場合 : [Installation Folder Name]\Program Files 
(x86)\Evident NDT\FocusDatannn\Samples\Binaries
または

• 64 ビットバージョンの場合 : [Installation Folder Name]\Program 
Files\Evident NDT\FocusDatannn\Samples\Binaries

このサンプルアプリケーションの全てのソースコードは、以下のディレクトリー内
にあります。

• 32 ビットバージョンの場合 : [Installation Folder Name]\Program Files 
(x86)\Evident NDT\FocusDatannn\Samples
または

• 64 ビットバージョンの場合 : [Installation Folder Name]\Program 
Files\Evident NDT\FocusDatannn\Samples

DataExtraction_MFC.exe プログラムは、典型的な FocusPC データ抽出アプリケー

ションを再現します。 このアプリケーションは、カスタムビルドアプリケーションを

使用して外部データ表示および処理を行うために、EvidentNDT データファイル形

式のファイルからデータを抽出します。

3.1 FocusPC データ抽出アプリケーションの使用

サンプルのデータ抽出アプリケーションを使用して、FocusPC データファイルから

データを抽出するための基本的な操作を行うことができます。
アプリケーション例 29
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FocusPC データ抽出アプリケーションを使用するには

1. Samples ディレクトリーで、DataExtraction_MFC.exe プログラムをダブルク

リックします。

2. DataExtraction_MFC.exe プログラムの Data File（データファイル）の下で、

Browse（参照）をクリックします。 ).
3. FocusPC（.fpd）データファイルを選択し、Open（開く）をクリックします。

データファイルがない場合は、サンプルに含まれているデータファイルを使用で
きます。 Samples ディレクトリーに移動して、CompositeInspectionData.fpd
データファイルを開きます（31 ページの図 3-1 を参照）。
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図 3-1  サンプルのデータ抽出アプリケーションでのデータの読み取り

3.2 FocusPC データ抽出アプリケーションの説明

サンプルのデータ抽出アプリケーションは、データファイルから抽出するデータの
管理およびホストアプリケーションでの表示に必要な機能を備えています（32 ペー

ジの図 3-2 を参照）。
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図 3-2  サンプルのデータ抽出アプリケーションでのデータの読み取り

このアプリケーションで使用可能な各種機能により、ユーザーは A- スキャン、

C- スキャン、および厚さデータをテキストファイルに抽出して、他のプログラムへ

のインポート、処理、表示を容易に行うことができます。 また、このアプリケーショ

ンでは選択した A- スキャンまたは C- スキャンのデータグループも表示され、ユー

ザーは主要なデータ収集パラメーターを取得できます。
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4. データファイル構造

FocusData は、樹枝状構造に基づいています。 データファイル構造については、

35 ページの図 4-1 および 36 ページの図 4-2 のツリー表示を参照してください。

インターフェースは、文字 I で始まる名前で容易に識別できます。 集合名は末尾に文

字 s が付きます。

FocusData のコマンドの詳細は、オンラインヘルプの文書をご参照ください。以下

のアクセスパスからご覧になれます。

• 32 ビットバージョンの場合 : [Installation Folder Name]\Program Files 
(x86)\Evident NDT\FocusDatannn\Manual
または

• 64 ビットバージョンの場合 : [Installation Folder Name]\Program 
Files\Evident NDT\FocusDatannn\Manual

このテキストで、「集合」という用語はプログラミングにおける 1 次元オブジェクト

アレイを意味します。

「チャネル」という用語は、以前のソフトウェアバージョンから使用されており、
FocusPC インターフェースに表示されるグループを意味します。

参考

参考
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ファイル内のデータにアクセスするには、まず DataAccess ( データアクセス ) オブ

ジェクトを作成する必要があります。 データにアクセスするには、IFocusDataFile

（IFocusData ファイル）インターフェースにアクセスする必要があります。

図 4-1および図 4-2の凡例

太字の用語は public メソッドを示します。

斜体の用語は public プロパティーを示します。
第 4 章34



DMTA-20095-01JA、B 版、 2022 年 9 月
図 4-1  IFocusDataFile（IFocusData ファイル）のアクセスツリー構造
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図 4-2  IDataGroups（I データグループ）のツリー構造
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FocusData コマンドの詳細は、オンラインヘルプの FocusData 文書をご参照くださ

い。以下のアクセスパスからご覧になれます。

• 32 ビットバージョンの場合 : [Installation Folder Name]\Program Files 
(x86)\Evident NDT\FocusDatannn\Manual
または

• 64 ビットバージョンの場合 : [Installation Folder Name]\Program 
Files\Evident NDT\FocusDatannn\Manual

集合内の項目には 1 から番号が付けられます。 Channels （チャネル）集合内に 10
チャネルある場合、チャネル 1 から 10 にアクセスできることになります。

たとえば、チャネル集合上にポインターを置いてチャネル番号 1 を取得する場合、

以下のようにします。

pChannel = pChannels->Item[1];

単位

すべてのデータ値は、以下に示すように国際単位系で表します。

• 時間は秒単位です。

• 振幅はパーセント単位です。

• 距離はメートル単位です。

• 超音波軸のデータは時間で表します。

• 回転 / 角度は度数単位です。

• スキャン軸およびインデックス軸のデータは、距離または回転で表します。

参考
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5. トラブルシューティング

FocusData に関する問題が発生した場合、よくある問題であれば、初期的なトラブ

ルシューティング手順を実行することによって解決できます。それでも問題が解決
しない場合は、Evident テクニカルサポートにお問い合わせください。

5.1 最初のトラブルシューティング手順

Evident テクニカルサポートに連絡する前に、以下に説明する簡単な手順を実行して

みることをお勧めします。 これにより、簡単で一般的な問題であれば解決できます。

また、テクニカルサポートに連絡する必要がある場合でも、残りの問題を素早く解
決するための、重要な情報を収集できます。

最初のトラブルシューティング手順を実行するには

1. ご使用のコンピューターにインストールされている Windows オペレーティング

システムのバージョン（Windows 8、Windows 7、または Windows XP Service 
Pack 3 以降）を確認します。

Windows 8 で Windows オペレーティングシステムバージョンを取得するには

 Windows タスクバーで Settings（設定）をクリックし、次に PC info（PC 情

報）をクリックします。

Windows のエディションの下に、オペレーティングシステムのバージョン

が表示されます（40 ページの図 5-1 を参照）。
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図 5-1  Windows のエディションが表示され

Windows 8 のコントロールパネル

Windows 7 で Windows オペレーティングシステムバージョンを取得するには

a) タスクバーで、Start（スタート）をクリックします。

b) Computer（コンピューター）を右クリックし、次に Properties（プロパ

ティ）をクリックします。

Windows のエディションの下に、オペレーティングシステムのバージョン

が表示されます（40 ページの図 5-2 を参照）。

図 5-2  Windows のエディションが表示された

Windows 7 のコントロールパネル
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Windows XP で Windows オペレーティングシステムバージョンを取得するには

a) タスクバーで、Start（スタート）をクリックします。

b) My Computer（マイコンピューター）を右クリックして、Properties（プロ

パティ）をクリックします。

c) General（一般）タブをクリックします（41 ページの図 5-3 を参照）。

System（システム）の下に、オペレーティングシステムのバージョンが表

示されます。

図 5-3  [System Properties（システムのプロパティ）] ダイアログボックス内の

Windows XP バージョン番号

2. ご使用の FocusData ライセンスが含まれる HASP キーがコンピューターに正し

く接続され、認識されていることを確認します。Windows タスクバーで、

Start（スタート）ボタンをクリックし、All Programs（すべてのプログラム）、

Evident NDT（EvidentNDT）の順にクリックした後、Keytool [Version 
Number] をクリックします（42 ページの図 5-4 を参照）。
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図 5-4  FocusData ライセンスが表示された KeyTool ウィンドウ

HASP キーが KeyTool ソフトウェアに正しく認識され、FocusData ソフトウェ

アライセンスを含んでいることを確認します。

3. アンチウィルスソフトウェアによって FocusData が正しく機能することを阻ん

でいるかどうかを確認します（該当する場合）。

4. ファイアウォールソフトウェアによって FocusData が正しく機能することを阻

んでいるかどうかを確認します（該当する場合）。

5. 最新バージョンの FocusData をコンピューターに再インストールします。 詳しく

は、14 ページの「FocusData コンポーネントのインストール」を参照してくだ

さい。

6. 別のコンピューターに最新バージョンの FocusData をインストールして、問題

が解決するかどうかを確認します。 詳しくは、14 ページの「FocusData コンポー

ネントのインストール」を参照してください。
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この手順が完了しても問題が解決しない場合は、お近くの Evident 担当員にお問い

合わせください。

5.2 テクニカルサポートへの問い合わせ

テクニカルサポートに連絡する必要がある場合は、素早く問題を診断し、解決法を
見つけるために、以下の情報をお手元に用意してください。

• 計器のシリアル番号（複数ある場合は、複数分）

• システム情報ファイル（.nfo）
Windows 8 でシステム情報ファイルを取得するには

(1) Windows タスクバーで Search（検索）をクリックします。

(2) Search（検索）ダイアログボックスに msinfo32 と入力します。

(3) System Information（システム情報）ダイアログボックスで、File（ファ

イル）をクリックしてから Save（保存）をクリックします。

Windows 7 でシステム情報ファイルを取得するには

(1) Windows タスクバーで Start（スタート）をクリックし、Search programs
and files（プログラムとファイルの検索）ボックスに run と入力して、

Enter キーを押します。

(2) Run（実行）ダイアログボックスに msinfo32 と入力します。

(3) System Information（システム情報）ダイアログボックスで、File（ファ

イル）をクリックしてから Save（保存）をクリックします。

Windows XP でシステム情報ファイルを取得するには

(1) Windows タスクバーで Start（スタート）をクリックしてから、ファイ

ル名を指定して実行をクリックします。

(2) ファイル名を指定して Run（実行）ダイアログボックスに msinfo32 と

入力します。

(3) System Information（システム情報）ダイアログボックスで、File（ファ

イル）をクリックしてから Save（保存）をクリックします。

• 機器のファームウェアバージョン（複数ある場合は、複数分）

• FocusData バージョン番号

詳しくは、12 ページの「FocusData for Windows 8、Windows 7、および

Windows XP のバージョン番号の調べ方」を参照してください。

• ラップトップのブランドおよびモデル（複数ある場合は、複数分）
トラブルシューティング 43
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• コンピューターのオペレーティングシステムバージョン（複数ある場合は、複数
分）

• コンピューターのアンチウィルスソフトウェア（複数ある場合は、複数分）

• コンピューターのファイアウォール（複数ある場合は、複数分）

• 使用しているイーサネットケーブルのタイプ

• イーサネットルーターのライトの状態

黄色のライトが点灯し、緑色のライトが点滅している必要があります。

適切な情報がすべてそろったら、Evident テクニカルサポートに連絡してください。 
詳しくは、8 ページの「テクニカルサポート」を参照してください 。
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図のリスト

図 1-1 Windows 8 での Uninstall or change a program
（プログラムのアンインストールまたは変更）ウィンドウの使用による
FocusData のバージョン番号の確認 ..............................................................  12

図 1-2 Windows 7 での [ プログラムのアンインストールまたは変更 ]
ウィンドウの使用による FocusData のバージョン番号の確認 .................  13

図 1-3 Windows XP での Add or Remove Programs
（プログラムの追加と削除）ウィンドウの使用による
FocusData のバージョン番号の確認 ..............................................................  14

図 1-4 [Software Agreement（ソフトウェア使用許諾契約）] ページ ..................  15
図 1-5 [Welcome（ようこそ）] ページ ......................................................................  16
図 1-6 [Select Destination Directory（宛先ディレクトリーの選択）] ページ .....  17
図 1-7 [Start Installation（インストールの開始）] ページ .....................................  18
図 1-8 [Installation Complete（インストール完了）] ページ ................................  19
図 2-1 Evident FocusData の図 ....................................................................................  21
図 2-2 A- スキャンの収集データの表現 .....................................................................  22
図 2-3 C- スキャンの収集データの表現 .....................................................................  23
図 2-4 A- スキャンのデータ位置（ReadData ( データの読み取り )） ...................  24
図 2-5 C- スキャンのデータ位置（ReadData ( データの読み取り )） ....................  25
図 2-6 A- スキャンのデータ位置（ReadAscan (A スキャンの読み取り )） ..........  26
図 2-7 C- スキャンのデータ位置（ReadDataSlice

( データスライスの読み取り )） .......................................................................  27
図 2-8 A- スキャンのデータ位置

（ReadDataSlice ( データスライスの読み取り )） ...........................................  27
図 3-1 サンプルのデータ抽出アプリケーションでのデータの読み取り ..............  31
図 3-2 サンプルのデータ抽出アプリケーションでのデータの読み取り ..............  32
図 4-1 IFocusDataFile（IFocusData ファイル）のアクセスツリー構造 ..............  35
図 4-2 IDataGroups（I データグループ）のツリー構造 .........................................  36
図のリスト 45



DMTA-20095-01JA、B 版、 2022 年 9 月
図 5-1 Windows のエディションが表示され

Windows 8 のコントロールパネル .................................................................  40
図 5-2 Windows のエディションが表示された

Windows 7 のコントロールパネル .................................................................  40
図 5-3 [System Properties（システムのプロパティ）]

ダイアログボックス内の Windows XP バージョン番号 .............................  41
図 5-4 FocusData ライセンスが表示された KeyTool ウィンドウ ..........................  42
図のリスト46


	目次
	安全にお使いいただくために
	使用目的
	ユーザーズマニュアル
	安全性に関する記号
	安全性に関する警告表示
	参考記号
	保証情報
	テクニカルサポート

	はじめに
	1. インストール
	1.1 システム要件
	1.2 FocusData for Windows 8、Windows 7、およびWindows XPの バージョン番号の調べ方
	1.3 FocusDataコンポーネントのインストール

	2. データへのアクセス
	2.1 FocusPCファイルのデータグループ
	2.2 収集データストレージ
	2.2.1 ReadData (データの読み取り)
	2.2.2 ReadAscan（Aスキャンの読み取り）
	2.2.3 ReadDataSlice (データスライスの読み取り)


	3. アプリケーション例
	3.1 FocusPCデータ抽出アプリケーションの使用
	3.2 FocusPCデータ抽出アプリケーションの説明

	4. データファイル構造
	5. トラブルシューティング
	5.1 最初のトラブルシューティング手順
	5.2 テクニカルサポートへの問い合わせ

	図のリスト


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


